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平
成
28
年
4
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
、
大
分

県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
天
台
宗
の
寺
院
、
檀
信
徒

も
少
な
か
ら
ぬ
被
害
を
受
け
た
。
発
生
か
ら
2
年
を
過
ぎ
た
本
年
4

月
22
日
、
九
州
西
教
区
で
は
熊
本
県
八
代
市
の
釈
迦
院 

（
作
村
尚
範

住
職
）
に
お
い
て
「
熊
本
地
震
物
故
者
三
回
忌 

並 

復
興
祈
願
法
要
」

を
営
み
、
参
列
者
約
1
2
0
名
が
犠
牲
者
の
慰
霊
と
早
期
復
興
を

祈
っ
た
。

　「
熊
本
地
震
物
故
者
三
回
忌 

並 

復
興
祈
願
法
要
」
は
、
22
日
11
時

よ
り
釈
迦
院
で
嘉
瀬
慶
文
宗
務
所

長
を
導
師
に
、
教
区
内
寺
院
住
職

の
出
仕
で
執
り
行
わ
れ
た
。
法
要

に
は
、
被
災
寺
院
住
職
、
檀
信
徒
、

甘
井
亮
淳
天
台
宗
財
務
部
長
、
藤

光
俊
天
台
宗
宗
議
会
議
員
、
今
泉

好
正
教
区
議
会
議
長
ら
と
と
も

に
、
被
災
地
益
城
町
の
仮
設
住
宅

に
暮
ら
す
被
災
住
民
の
人
々
も
多

数
参
列
し
た
。
法
要
最
後
に
は
、

参
列
者
に
大
般
若
に
よ
る
加
持
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
甘
井
財
務
部
長

よ
り
被
災
地
の
自
治
体
、
町
作
り

の
た
め
の
民
間
団
体
に
義
援
金
と

協
賛
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
法
要
後
、
導
師
を
勤
め
た
嘉
瀬

宗
務
所
長
が
「
地
震
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
三
回
忌
法
要
を
営
ま

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災

直
後
の
支
援
活
動
に
続
い
て
、
仮

設
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
支
援
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
続
け

て
参
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復

興
を
目
指
し
、
教
区
と
し
て
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
ま

た
、仮
設
住
宅
の
被
災
住
民
も「
今

日
の
法
要
で
、
新
た
に
悲
し
み
が

わ
き
起
こ
り
ま
し
た
が
、
犠
牲
者

の
回
向
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
元
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

た
。

　
熊
本
地
震
か
ら
2
年
経
っ
た

2
0
1
8
年
の
時
点
で
も
、
未

だ
避
難
指
示
が
2
市
1
町
1
村
、

約
1
4
0
0
世
帯
に
出
て
お

り
、
避
難
勧
告
も
1
市
5
町
1

村
、
約
3
万
世
帯
に
出
さ
れ
て
い

る
。
避
難
所
は
今
も
被
災
各
県
で

1
0
0
0
ヵ
所
以
上
あ
り
、
仮

設
住
宅
に
暮
ら
す
人
も
3
万
人
を

超
え
る
。
ま
た
避
難
者
は
11
万
人

以
上
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
被
災
か
ら
2
年
と
い
う
時
間
が

経
過
し
た
現
在
は
、
炊
き
出
し
、

後
片
付
け
な
ど
被
災
直
後
の
支
援

活
動
と
違
っ
た
活
動
が
求
め
ら
れ

る
。
被
災
者
の
生
活
環
境
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
孤
立
化
、
引

き
こ
も
り
が
増
え
て
く
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
は
、
被
災
者

ひ
と
り
一
人
の
日
常
生
活
を
支
え

る
持
続
的
な
福
祉
活
動
が
必
要
と

な
る
。
天
台
宗
と
し
て
も
、
そ
の

視
点
か
ら
の
支
援
活
動
を
考
え
て

い
く
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
　

　
近
頃
は
、
ビ
ッ
ク

リ
す
る
ほ
ど
記
念
日

が
多
い
。
3
月
3
日

は
3
を
「
み
」
と
読

ん
で
「
耳
の
日
」、
同

様
に
7
月
10
日
は
「
納

豆
の
日
」
な
ど
、
語

呂
合
わ
せ
が
多
い
。

こ
の
5
月
に
は
、
あ
ま
り
聞
き
慣

れ
な
い
が
、「
迷
路
の
日
」
と
い

う
の
が
あ
る
。
5
月
6
日
だ
。
5

月
は
英
語
で
「
メ
イ
」
で
6
日
の

6
は
「
ロ
」
で
「
迷
路
の
日
」
▼

今
話
題
の
将
棋
の
藤
井
聰
太
6
段

は
、
将
棋
を
始
め
た
頃
に
迷
路
作

り
に
夢
中
に
な
り
、
広
告
チ
ラ
シ

の
裏
を
使
っ
て
何
枚
も
書
い
て
い

た
そ
う
だ
。
そ
の
「
作
品
」
の
中

に
は
、
大
人
で
も
解
く
の
が
難
し

い
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
よ
く

公
園
な
ど
で
、
垣
根
や
ひ
ま
わ
り

畑
な
ど
で
造
っ
た
迷
路
が
あ
る

が
、
あ
の
迷
路
に
は
、
全
体
が
俯

瞰
で
き
る
高
い
場
所
が
設
け
て
あ

る
。迷
路
の
途
中
に
い
る
人
間
が
、

ど
ち
ら
へ
行
く
べ
き
か
迷
っ
て
い

る
姿
が
よ
く
分
か
る
。
あ
る
方
向

の
選
択
が
、
そ
の
先
ど
の
よ
う
な

選
択
に
枝
別
れ
し
て
い
る
の
が
見

え
て
く
る
▼
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
あ

の
迷
路
の
俯
瞰
図
を
眺
め
る
こ
と

は
、
将
棋
の
指
し
手
を
考
え
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
幼
少
期
、
迷
路
に

熱
中
し
た
こ
と
が
将
棋
の
「
大
局

観
」
を
掴
む
鍛
錬
に
な
っ
て
い
た

の
で
は
、
と
傍
目
に
は
思
わ
れ
る

が
ど
う
だ
ろ
う
▼
迷
う
こ
と
な

く
「
名
人
」
位
と
い
う
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
着
々
と
進
ん
で
い
る
天

才
、
藤
井
6
段
。
一
方
、
何
と
し

て
で
も
抜
け
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、「
五
月
病
」
と
い
う
迷

路
に
は
ま
っ
て
い
る
新
入
生
や
新

社
会
人
で
あ
る
。

被
災
直
後
の
支
援
か
ら
持
続
的
な
支
援
へ

熊本地震三回忌追悼法要を営む
仮設住宅の被災者も参列　慰霊と早期復興を祈る

「熊本地震物故者三回忌 並 復興祈願法要」4 月 22 日　釈迦院（熊本県八代市）

益
城
町
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

人
々
も
参
列

参
列
者
全
員
に
大
般
若
に
よ
る

加
持
が


